









































使用した Trichoderma属菌は， T. Koeningii 2376号(長尾研究所4004号)， 2377号
(同 4146号)，たよぴ2378号 (4449号)の3菌株，T. lignarum 2379号(長尾4142号)， 
2380号 (4143号〉たよび 2381号. (同 4144号)の3菌株と， ほかに Trichodermasp. 
2382号〈大島1号)， 2402号， 2403号， 2404号， 2405号， 2406号，ゐよび2407号の計
13菌株である.
とれに対して病原菌接菌には寄主D異君主る Corticiumcentrifugumを3菌株(寄主タ
パコ，ジヤガイ.:e-， ナシキγマメ)， Sclerotinia libertiana を2菌株(ナグネナ， ヒマワ
リ)， Sclerotinia sp. (ナス)， Botrytis sp.を4菌株(オオムギ， 十ツマイモ， チシ
ャ，プドウ)Corticium graminium (コムギ).Rhizoctonia solani (ジャガイモ)の計12菌
株を選びジャガイモ煎汁寒天培養基(構分宇量〉上に対抗移植した.移植後は270Cの恒
温器中に保ち 4日後に病菌菌叢内に侵入している殺害菌叢の大きさを調査した.記録の方
法は最大殺菌力を+5C40mm) とし以7下+4，+3， +2， +1 (5mm以下)，土， ~1 ， 




Trichoderma菌には胞子形成の多いれ ligtlOrum.2379号， T. Koeni:噌 i2377号，
Trichoderma sp. 2382号， 2403号， 240t号， 2405号.たよび2407号菌株を選定した.
病原菌には菌接の形成D多い C.gramu抑制(寄主コムギ)， C. centrl]ugum (タパコ，ナ
Yキンマメ)2菌株，S. minJr (シロムシヨケギク)， S. libertiana (サタネナ)， &lertinia 
sp. (チシャのBotrytisうたよび R.solani (ジャガイモ)の7菌株を選定した.
Plain agar V上に菌棋を一定数置きその上に TrichodermaV胞子を撒布または塗沫接
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+4 +2 +2 +3 +3 土+4 3ー土
??一1-4 -3 ヨy‘ F Corticium t:e1凶rifugum.













+3 +5 +5 +3 +3 +4 +5 +3 +4 +4 土+5 ネナナ FScleroti必alihertiana 
+3 +1 +4 +4 +2 土+4 +邑+1 +4 土+1 p 17 司rヒf/ 
+5 +4 +5 +4 +5 +5 +3 +5 +5 +5 +5 土+5 コkナ" 
十5+4 十5+3 +3 +3 土+4 +4 土+4 +3 +3 ギムオオSclerotima sp. (Botr戸is)
?
??
? +4 +4 +5 +3 +1 +2 +1 +4 +2 土+3 +4 +2 サヲマイモf/ 
+4 γ4 +4 +2 +2 +3 土+2 +2 4ドー+3 +2 +1 奇'v チf/ 
"'5 +3 +4 +4 +3 +3 +2 十5+5 4ドー+4 +5 +2 ウドプf/ 
+1 +5 +4 +3 +5 +5 +5 +4 +4 +4 +5 +5 +4 ギムCorticium grami出回開 ヨ










Botrytis sp. に対しては， 2379号菌株を除き全部が作用しているが，強力なるものは







以上13株の Trichoゐrmaの抗菌又は殺害性買を大別して見ると， 2376号， 2377号，









病 菌 名 寄 主
2377 2381 2382 2403 2404 2405 2407 
Corticium graminium :> ム ギ 土 +3 土 +1 
Corticium centrifugum Iil ". = +5 +4 +4 +4 ..3 +3 +3 
" " ナVキVマメ +4 +3 +4 +3 +4 +2 +3 
Sclerotinia minor ムシヨケギク 土 +3 + 1 +3 +2 + 1 +3 
" libertiana ナダネナ +3 土
Bclerotinia st. (Botrytis)チ シ -¥" +5 +5 +5 +5 +5 +5 +5 
Rhizoctonia solani ジャガイモ +1 +2 +5 
備考 ー又は土のものは6日後に再調査して記録した.










































速度に相当D差異のある 4菌株，T，ichoderma K，伽inug2378号株，Trichoderma li，伊:;rum
2381号菌株，Trichoderma sp. 2382号及び2407号菌株である. とれに対し病原菌接病菌
- 57ー (107) 
は吹の5菌株， グパコから分離した Corticiumcentrifugum， ナンキγマメから分離した





供 試 菌 生音 事豊 温 度くC)
酋 名 寄 主 10。 15。 200 240 27。 300 330 360 
C. cenlrifugum dt ，噌 = 2.5 18.7 34.6 47;5 64.2 66.7 42.4 5.0 
C. centrifugum ナンキンマメ 4.5 11.0 23.5 34.4 59.0 59.6 55.5 
C. grami噌 um = ム ギ 13.8 21.4 30.3 33.2 34.6 5.0 
Sclerotinia sp. ナ ス 13.2 29.6 40.1 55.2 35.6 2.5 
S. libertiana ナ 4旨 ネ 4.5 15.8 24.5 32.4 20.5 2.5 
T. kaningii 2378 2.5 11.9 22.5 29.9 39.1 38.6 1!.9 
T. lignorum 2381 3.6 17.9 31.6 53.2 65.9 ω.2 2.2 
Triclu.油rmasp. 2382 8.5 35.5 51.8 62.7 81.9 42.0 4.8 






Trichodernω は2407号菌株のみが300Cで最も発育がよく，他の 3菌株は 270C が最



















?と C.graminium の場合は 20~270C以上で強力な作用を受けていた. C. graminium発育
の最低温度では Trichoゐrmaが発育しないのでモの作用はほとんでなかったナスから分
離した &lerotiniasp，たよびナタネナから分離した S.1仇 rtianaは240C，.270 Cで多
少侵害されていたが2382号菌株は元来 S.liberotia聞に殆んど作用しないりで対象とし
ては考えられなかった.
各種菌核病菌に対する Trichotknr闘の抗菌作用と温度との関係第 4 表





























































dl l-m " "C. gramineum 
Sclerotinia Sp. 
S. libertiana 
































T. lignorum 2381号菌株はタパコおよびナシキンマメから分離した C.centrij噌umに
対し殆んど殺生作用がなく20~300Cの聞でかえって C. centrijl叩仰 のために菌糸東をた
して強烈に侵入され℃い?と.菌棋の形成も見られた.






離した S.libertiana tt:対しては 20~270C に草ないで強く殺生し，特に 270C に沿いて強力
であった.
T. koeningii 237M号菌株の場合は，タパコおよびナシキγマメから分離した C.centri.・
fugum 存対して 20~240C にて精強い殺生作用を示したが， 270C以上の温度に沿いては
逆に強力なる侵入を受けている.またタパコから分離したものは150Cの低温下にでかえ
って TrichoゐTI1IGの菌叢内に菌接菌糸が侵入し，多数の菌接を形成した. コムギから分
離した Corticiumgraminiu1n， ナスから分離した &lerotiniasp.ゐよびナグネナから分





であった. コムギから分離した C.graminium，ナスから分離して &lerotiniasp.たよぴナ
タネナから分離した S.liherotia聞には 20~270C にたいて強力な殺生作用を表わした.
IV.総
TrichoゐT1naの抗菌または殺
生作用は Trich9伽 m 菌の種
類または菌株によって差がある
が.また対菌の種類たよぴ菌株




























1肝 2<l 24 2'i 30 33 36 
→温 度くC)
-ーーー -.4 Gortici捌 centr.約gumくわり〉















本実験の示すととろでは，供試 Trich~伽m 菌株はその発育最適温度(多くは 27~
300C)までは培養温度D上昇と共にその菌糸の発育速度(単位時聞の菌糸の生長度)が念



















4，) Trichoderma の抗菌叉は殺生カを現わす温度は大体 200~150C以上で，その発育が
靖原菌核菌よりもよい時に最も良〈作用する.
- 61ー tJl 1) 
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